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今
月
号
か
ら
は
、
武
家
・
庶
民
の
暮
ら
し
や

美
術
・
工
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
仙

台
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
は
職
場
で
の
「
一
服
」
も
ま
ま
な
ら
な

い
世
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
一
服
と

は
お
茶
で
は
な
く
、
た
ば
こ
の
こ
と
で
す
。

　
た
ば
こ
は
一
六
世
紀
後
半
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ

ル
ト
ガ
ル
と
の
交
易
で
日
本
に
渡
来
し
、
江
戸

時
代
に
は
喫
煙
の
風
習
も
広
ま
り
ま
し
た
。

　
初
代
仙
台
藩
主
の
伊

達
政
宗
も
愛
煙
家
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
宗
の
小
姓
を
務
め
た

木
村
宇
右
衛
門
の
「
覚

書
」
に
は
、
政
宗
が
起

床
後
に
寝
床
で
髪
を
結

わ
せ
な
が
ら
一
回
、
朝

夕
の
食
事
後
に
各
一
回
、

就
寝
前
に
寝
床
で
一
回

と
、
一
日
四
回
の
喫
煙

を
習
慣
と
し
て
い
た
こ

と
、
一
回
当
た
り
三
服

か
ら
五
服
喫
煙
し
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
当
時

は
紙
巻
き
た
ば
こ
で
は
な
く
、
煙
管
を
使
用
し

喫
煙
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
政
宗
愛
用
の

煙
管
と
煙
管
箱
は
、
政
宗
の
死
後
に
墓
所
で
あ

る
瑞
鳳
殿
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
た
ば
こ
は
仙
台
藩
領
内
の
各
地
で
生
産
さ
れ

ま
し
た
が
、
た
ば
こ
を
仕
入
れ
て
販
売
で
き
る

の
は
、
南
材
木
町
の
商
人
に
当
初
は
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
藩
が
特
定
の
町
に

特
定
の
商
品
を
販
売
で
き
る
権
利
を
与
え
る
こ

と
を
、「
一い

っ

町ち
ょ
う

株か
ぶ

」
と
呼
び
ま
す
。
し
か
し
幕

末
期
に
な
る
と
、
財
政
難
か
ら
た
ば
こ
は
藩
の

専
売
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
い
っ
た
ん
は
た
ば
こ
の
自
由
製

造
・
販
売
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治
三
七

年
（
一
九
〇
四
）
に
国
の
専
売
制
と
な
り
ま
し

た
。
折
し
も
日
本
は
日
露
戦
争
の
最
中
で
、
た

ば
こ
は
戦
費
調
達
の
財
源
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　
た
ば
こ
が
国
の
専
売
制
と
な
る
と
、
仙
台
商

業
会
議
所
は
た
ば
こ
製
造
所
の
誘
致
を
運
動
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
三
八
年
に
仙
台
煙

草
製
造
所
が
肴
町
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
製
造
所

は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
清
水
小
路
に
移

転
し
仙
台
専
売
支
局
工
場
と
な
り
ま
し
た
。
当

時
の
従
業
員
数
は
七
〇
〇
人
を
超
え
、
仙
台
市

内
で
最
大
の
工
場
で
し
た
。
清
水
小
路
の
工
場

は
仙
台
空
襲
で
焼
失
し
、
戦
後
は
原
町
小
田
原

（
苦
竹
）
に
工
場
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
時
代
の
半
ば
か
ら
、
仙
台
工
場
で
生
産

さ
れ
る
た
ば
こ
は
、
煙
管
用
の
刻
み
た
ば
こ
か

ら
紙
巻
き
た
ば
こ
が
主
流
と
な
り
ま
す
。
小
箱

に
梱こ

ん
ぽ
う包
さ
れ
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
収
ま
る
紙
巻
き
た

ば
こ
は
急
速
に
普
及
し
、
仙
台
工
場
で
は
大
正

末
期
に
刻
み
た
ば
こ
の
生
産
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
人
々
が
箱
入
り
た
ば
こ
を
手
軽
に
携
帯
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
箱
に
カ
ー
ド
を
入
れ
て
商

品
を
宣
伝
す
る
手
法
が
は
や
り
ま
し
た
。
仙
台

市
で
も
昭
和
一
〇
年
代
、
こ
の
方
法
を
取
り
入

れ
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
の
表
は
伊
達
政
宗
騎
馬
像
と
眼
下
に
広

が
る
「
杜
の
都
」
の
風
景
写
真
、
裏
は
県
内
の

名
勝
地
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
こ
の
カ
ー
ド
を

入
れ
た
た
ば
こ
は
、
関
東
か
ら
西
の
地
方
で
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

　
宣
伝
手
段
が
少
な
か
っ
た
当
時
、
身
近
な
嗜し

好こ
う

品
で
あ
る
た
ば
こ
は
宣
伝
ツ
ー
ル
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

第1回

た
ば
こ

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
企
画
室
　
中
武
　
敏
彦

政
宗
愛
用
の
煙き

せ
る管

暮
ら
し
編

た
ば
こ
の
製
造
と
販
売

宣
伝
ツ
ー
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と
し
て
の
た
ば
こ

瑞鳳殿発掘資料の煙管　仙台市博物館蔵

仙台地方専売局　『秋保石材軌道（株）』より

▶お問い合わせ　〒980-0862  仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉
　　　　　　　　TEL：022-225-3074  8：30-17：15  ※土・日・祝休日を除く ▶博物館ツイッター　　＠sendai_shihaku

▶博物館ホームページ 検 索仙台市博物館 ⬅

※当館は現在、大規模改修工事のため休館しています。令和6年4月に再開予定です。

写真：黒漆五枚胴具足 伊達政宗所用(レプリカ)部分

伊達政宗と仙台の歴史
伊達政宗所用の黒漆五枚胴具足（レプリカ）を
展示します。あわせて、仙台市博物館の代表的な
資料や博物館の活動などをパネルで紹介します。

場　所：仙台国際センター 
　　　　会議棟　1階正面エントランスホール
観覧料：無料
期　間：令和4年4月1日～令和5年3月31日（予定）
時　間：9時00分～21時30分
＊休館日は仙台国際センターの休館日に準じます

イベントなどの最新情報は博物館ホームページで
ご案内しています。
（ＱＲコードからアクセスできます）
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